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これらの公共図書館の
再検討：
論点整理と欧州での展開事例

2019-04-23 静岡県立中央図書館

未来の図書館研究所 永田治樹

コペンハーゲン市図書館・分館

あらすじ（事例と論点）

あらすじ

１.  オープンライブラリー（デンマーク）を考えてみる

＜共通する動き（図書館システムの統合）＞

２. オランダ図書館で考えてみる：法人図書館と課金制の事例

３．公共図書館を持続させるために

付：未来の図書館のエコシステム：もっと問題に迫り，柔軟に考
えよう
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オープンライブラリの進展

開館時間数の変化 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

本館（職員在館） 4152 4138 4138 4 156 4 215 4 142 4 168

本館（職員不在） 0 60 105 606 1 608 2 913 3 386

分館（職員在館） 8912 8385 8338 7 790 7 720 7 685 6 727

分館（職員不在） 0 3181 3418 9 140 13 417 16938 18675

「97図書館システムのうち、86はオープンライブラリを持っている（260館）」
Petra Parschiv (2017‐05‐22）

https://staffourlibraries.wordpress.com/2017/05/29/denmarks-my-open-library-get-the-facts-not-the-fiction/
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われわれの状況とデンマークの積み上げ

石油危機以降，先進
国の経済発展の鈍化

グローバリゼーション

繰り返されるrecession（利
益至上主義の暴走）

効率・効果を優
先し，コスト削
減の徹底化

財政の悪化から，
行政においても新
自由主義の導入

急速な情報技術の進展

出現する問題の複雑化

キャリアの更改

デンマーク公共図書館のベンチマークの高さ

オーフスDOKK1 https://toyokeizai.net/articles/-/189345

情報メディアの多様化

デンマークの方策

2007年地方自治体改革にともなう公共図
書館の改変

275館システム（分館を含め681館、ちな
みに1996年には845館）→ 97館システ
ム（416館，2015）

『知識社会における公共図書館』 2009
①オープンライブラリー
②学習とひらめき
③デンマークディジタル図書館
④連携
⑤専門職の育成

https://slks.dk/fileadmin/publikationer/publikationer_engelske/Reports/
The_public_libraries_in_the_knowledge_society._Summary.pdf
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素晴らしさの
持続（１）

①オープンライブラリー

☝登録状況への強い関心

素晴らしさの
持続（２）

②④→公共図書館の新たな展開の示唆

③→ディジタル化への対応

⑤→図書館員の役割の確認（新たなコンピテンシーの育成）

☝ 状況に適合した「ビジネスモデル」
（価値提供モデル）の設定
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地方自治体改革とともに図書館
［システムと分館等］数の縮減

公共図書館は地域社会の要求に対応するものとして、
地方自治体との強い関連を持っている

二つの理由で図書館数は減少

１）地方自治体数の減少＝図書館システム数の減少

２）統合化と機能強化，付随して一部分館も廃止

図書館システム数字 総図書館数

デンマーク（2000→2015） 275→97 800→416

オランダ（2000→2015） 542→149 1083*1→770*2

日本（2000→2017）*3 1673→1374 2613→3217

*1 2002 
*2 週15時間以上の分館まで
*3 県立を含み、私立を除く

https://staffourlibraries.wordpress.com/2017/05/29/denmarks-my-open-library-get-the-facts-not-the-fiction/
http://www.fobid.nl/sites/fobid/files/FOBID%2058.16%20NL%20Library%20Statistics%202015%20def.pdf

2000年：542館 ➡ 2009：171館 ➡ 2015年：156館☛10年
余りで３分の１にまで縮減（分館等の状況は下の図）

図書館［システム］は，基礎自治体（へメーンテ）とは，大都市では１対１と
なるが，平均1；17である

図書館システム

地域サービス機関

週１５時間以上の図書館と本館

４〜１５時間のサービスポイント

４時間以下のミニサービスポイント

デリバリーポイント

セルフサービス図書館（ときおり職員）

自動車図書館

自動車図書館の停車ポイント

オランダの公共図書館の動き

 組織のスケール
アップによる機
能強化

 個別の地方自治
体まかせでな
く、支援体制

http://www.fobid.nl/sites/fobid/files/FOBID%2058.16%20NL%20Library%
20Statistics%202015%20def.pdf
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歴史的遺産の継承
非営利の法人で，図書館事業を行う、
歴史的に形成されたもの

オランダでは（アメリカでも）法人に，
公的資金を支援し、公共図書館を運営
している

オランダの場合，８割程度は公的資金，
あとは課金など独自収入と外部資金に
よる

日本の場合，私法人の場合は「図書館
法」上，私立図書館となり，公的資金
が導入できない。したがってこのよう
な形は成立しえない

アムステルダム公共図書館

アムステルダム公共図書館の設計をみる
https://www.archdaily.com/505344/public-library-amsterdam-jo-coenen-and-co-architekten
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課金

• 基本的に年間購読料（貸出やPC
利用，あるいは種々の便宜への対
価）
• 資料の館内閲覧などは無料
• 18歳以下は基本無料
• 低所得者は無料
• 若者やシニア割引あり

• 課金は延滞料などとは異なる

• 課金を課す国は，オランダやド
イツなど大陸ヨーロッパに

１８歳以下:基本無料

フルサービス：43€

基盤サービス：３３€

PCサービス：１３€

友の会会員：100€

アムステルダム公共図書館の課金例⇨

数少ない公立図書館：マーストリヒト市立図書館

☝公立図書館にも課金はある！https://bibliotheek.centreceramique.nl/membership

https://bibliotheek.centreceramique.nl/bibliotheek
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アルメレ公共図書館

公共図書館を持続させるために

サステナ
ビリティ

住民の支持

要求に合
致した
サービス

図書館シ
ステムの
変革

①１．住民の支持：
数を問題にする

②２．要求に合致し
たサービス：
新たしい価値提供モ
デル

③３．図書館システ
ムの変革：

システムの統合や運
営形態の工夫
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数を問題にせよ
米国における図書館住民投票の備え

図書館カード所持者は何名か

過去1年の間に図書館を利用し
たカード保持者は，何名か

何名の寄付者がいるか

それらの登録者，寄付者がどれ
だけ投票してくれるか

https://www.southbeloitlibrary.com/south-beloit-library-referendum/

みんなが図書館に関わる
ように！

登録率を上げなければ、
相手にしてもらえない

サービスの価値を高める

 伝統的なサービスも必要
だが、それだけではな
い。

 人びとの生活を支える
サービスを！

 要求をくみ取り、それに
合致させればサービス価
値が高められる

新しい図書館の価値モデル
（「ビジネスモデル」）

コペンハーゲン市中央図書館

17

18



2019/4/26

10

システムの強化：図書館システムの統合・連携の意味

資料・サービス
機能、専門職の
充実

組織の機能強
化

ネットワーク

の機能強化

http://jinbunkai.com/wp-content/uploads/2016/09/124-web.pdf

未来の図書館エコシステム

http://www.miraitosyokan.jp/future_lib/trend_report/vol2/
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